
・地域生活支援拠点等及び地域包括ケアシステムの構築

・地域生活支援拠点等の設置に向けた協議
・精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた関係機関に
　よる協議の場の設置
・事例検討や相談支援専門員等の訪問、面接時における当事者の声から、地域
　課題を整理をする。

・相談支援専門員の人員不足や専門性・支援力の強化
・相談支援体制の充実
　相談支援専門員のスキルアップのための支援及び関係機関との連携強化

・障がいや障がい者に関する理解の促進 ・市民の障がい者(児)に関する理解を深めるための啓発活動の促進

・障がい者の権利擁護の推進
・障がい者差別解消・虐待防止や成年後見制度利用に向けた啓発の推進
・情報提供、関係機関等との協力体制を図る。

・移動の問題は障がいに関係なく、他の分野でも地域課題
　として捉えている

・他の会合との繋がりをもち、他分野と協働を図っていく。

・障がい者や高齢者にとって移動が不便なことは死活問題
　であり、特に支援者の有無が大きく影響する。

・移動関連のフォーマル・インフォーマルな社会資源の情報収集及び移動問題
　解決の方法を探る。

・当事者の防災施策に対する認知度が低い。 ・防災啓発活動の継続（宇和島市の防災施策の周知拡大…自助啓発）

・一般企業への紹介や交流等、障害者雇用に向けた具体的
　な取り組み

・雇用先の確保や理解に向けた情報発信 ・部会員それぞれの強みや人脈を活かし、情報共有や意見交換の場を設ける。

・一般校（高校）に対する情報発信（就労移行支援、就労
　定着支援の紹介や説明等）

・障がい福祉サービスの紹介と相互理解 ・教育機関に対しても積極的に情報を発信し、一体的に活動を推進していく。

・就労支援事業所（A型･B型）との連携や困難事例への対
　応(検討会の開催含む)

・事業所との連携強化と活動への参加促進 ・福祉サービスを介しての就職やフォローアップについて検討の場を設ける。

・各相談支援専門員が日々の相談等で感じる課題を抽出し
　検討する。

・各自が抱えている困難ケースの事例検討
   の実施

・相談支援専門員が抱えている困難ケースについて事例検討し、共通問題や
　地域課題を抽出していく。

・相談等で浮かび上がってくる地域課題についての検討 ・抽出された課題の整理
・R５年度の取り組みに向けて、抽出された課題についてどんなサポートが
　必要か、地域で何が必要か等課題を整理する。

・不登校・引きこも児童への支援の取り組み ・現状把握と支援の取り組みの検討
・不登校、引きこもり児童の現状把握をするとともに、その背景にある課題
　について検討する。

・医療的ケア児等への支援体制の強化 ・関係機関の連携（協議の場の確保） ・関係機関の協議の場とし、どのように連携体制の構築していくか検討する。

・親亡きあとの生活の場の課題
　（宇和島圏域でのＧＨ、入所施設の少なさ）

・住宅提供者側の障害への理解・協力促進

・緊急時のサービス等の利用の情報提供が可能となるような情報の収集と提供、
　提言

・地域生活支援拠点等の整備に向けた居住住宅困窮者へのサービスの提供の促進
　についての提言

令和４年度宇和島市地域自立支援協議会活動方針について（案）　　　

課　題 施策の方向性 活動方針等 検討の場

・地域生活支援の充実

・障害福祉サービス等の充実

・地域自立支援協議会の機能強化
全体会

運営会議及び
相談支援調整会議

・広報・啓発活動の充実

・差別解消・虐待防止の推進

・成年後見制度の利用促進

・障がい者の重度化や高齢化を見据えた居住支援の体制
　づくり

・障がい者の社会参加の促進

・障がい者の移動を支援する取り組みの推進

・防災対策等の推進

生活支援部会

就労支援部会

こども部会

・地域生活支援拠点等整備へリンクさせるため
　の受け皿の拡大

・退院に向けた居住支援の充実

居住福祉部会


